
（別紙３）

〜

（対象者数） 72 名 （回答者数） 47 名 （回答率） 65.28%

〜

（対象者数）  9名 （回答者数）  9名 （回答率） 100%

○ 分析結果
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保護者からの聞き取りを⾏い、利⽤時間を検討
していく。また、現在の職員の勤務時間では⽀
援時間の延⻑等がむずかしいので、必要に応じ
て職員の勤務時間を調整する。

送迎⾞両の台数や送迎スタッフの確保を⾏い、
保護者のニーズに応えられるようにしていく。

⾞両を使⽤しなくても、徒歩圏内で豊かな⼾外
活動ができるところを発⾒し、⼾外の活動の機
会を増やしていく。

さらに充実を図るための取組等

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

令和7年3⽉24⽇

各曜⽇ごと、それぞれの集団に応じた活動プログラムを
⽴案している。こどもの興味関⼼に沿って、毎⽉、柔軟
な活動設定を⾏っている。

⼗分な職員数を確保することでより柔軟にこども⼀⼈⼀
⼈のニーズに対応できるようにしている。また、集団活
動に⼊れないこどもに対しても、個別で対応ができ、こ
どもの意思を尊重した関わりを意識している。また、
STやMTなどいろいろな職種や有資格者を配置してい
る。

室内はバリアフリーに配慮した環境になっている。ま
た、個室や⾳楽室などがあるため、個別にも対応できる
環境になっている。活動室内には感覚統合器具が設置さ
れていたり、園庭や砂場もあるため、こどもがのびのび
と楽しく過ごすことができる環境になっている。

経年劣化している設備環境の定期的なチェック
を⽋かさず、こどもたちが楽しめるような設備
があれば導⼊していきたい。

園外活動ではより多くの職員を配置していくこ
とで、より安全に楽しく園外活動が⾏えるよう
にする。

今後も⼦どもたち⼀⼈ひとりの発達に沿った個
別⽀援計画を⽴案し、活動を設定していく。ま
たSTやMTといった個別療育も参考にしなが
ら、活動プログラムに拡がりを持たせていきた
い。

令和7年3⽉10⽇

こどもの興味関⼼に沿った多彩な集団活動プログラムを
設定していること

こども⼀⼈⼀⼈に丁寧な関わりができるように⼗分な職
員数を配置していること

こどもがのびのびと過ごすことができる施設環境

○従業者評価実施期間

⻑期休業中は16時で⽀援を終えること

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所外での活動が少ないこと

送迎に時間がかかったり、送迎に⾏くことがむずかしい
ご家庭があること

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年3⽉27⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

⾞の台数に限りがあったり、児童発達⽀援と並⾏して療
育を⾏っているために、⾞両の使⽤に制限がかかってし
まう。

送迎⾞両の台数に限りがあったり、送迎スタッフが不⾜
したりすることで、広域の送迎には対応できていない。

学校通常校時の際は１８時まで療育をしているが、⻑期
休業中は１６時になるため保護者の就業に対応ができて
いない。

事業所として考えている課題の要因等

○事業所名  おひさまはうす

○保護者評価実施期間 令和7年2⽉15⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年3⽉19⽇

令和６年度 放課後等デイサービス ⾃⼰評価総括表公表


